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関東大震災と遺灰・納骨堂・墓
問芝　志保

１．はじめに

　大正１2年（１９2３）９月１日に発生した大地震と、それが引き起こした大火災

により、約１0万棟以上の建物が全壊し、日本の首都東京の４割以上が焼き尽く

された。死者・行方不明者は約１0万５千名に及んだ。震災の後、人々は悲しみ

のなかで、災害遺物を処理し、街を再建していった。

　その膨大な遺物処理・復興作業のなかでも、本稿は、遺体や遺灰（遺骨）を

めぐる動向の諸相に注目する。具体的には、関東大震災での１0万人を超える遺

体処理のプロセス、それを納める"墓"（実際には納骨堂）について、および

東京市街の復興事業にともなう一般の墓制度の改革のプロセスについて明らか

にする。災害をきっかけとして、日本の葬墓制や遺骨観念にいかなる変容がも

たらされたのかを検討するための、一つの材料を提供することを目指すもので

ある。

　日本では近世以降、多くの災害が起こってきたが、実は、災害による死者の

取扱いや埋葬の方法についての記録は少ない。そこにはさまざまな理由がある

だろう。日本の初期近代における最も代表的な災害である関東大震災の場合に

も、まだ１00年も経っていない出来事であるにもかかわらず、直接的な記録は

決して多くない。あまりにも甚大な被害であったため数カ月にわたり都市機能

が停止し、記録が残りづらかったことや、そのなかで何万という大量死者を迅

速に処置しなければならず、記録を残している暇もなかったためだろう。本稿

では、限られた記録資料を手掛かりとして、関東大震災後の死者の遺体・遺骨、

そして墓をめぐる、できる限りの記述を試みたい。

２．関東大震災と遺体処理の問題

⑴　関東大震災の発生と被災状況

　まずは関東大震災の被災状況について簡単に説明する。大正１2年（１９2３）９
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月１日に発生した関東大震災は、マグニチュード７.９の非常に大きな地震であっ

た。死者・行方不明者約１0万５千名、建物全壊約１0万９千棟、全焼約2１万２千

棟という、災害が多い日本の中でも未曾有の大災害であり、しかも首都である

東京を襲ったことが、その損害を甚大なものとした。東京市はその44％が焼失

した。

　なかでも甚大な被害を出したのは、悲劇的なことに、約４万人もの人々が避

難した「本所被服廠跡」と呼ばれる避難場所においてであった。本所被服廠跡

は、東京の東部に位置し、大きな軍服製造工場が取り壊されたあとの広い跡地

で、公園を造成するために当時は空き地になっていた場所であった。地震が

いったん収まった時、すでに町中で発生していた火事を逃れるため、多くの

人々が避難場所としてその場所に、家財道具等一式を持って集合していた。と

ころが地震発生の数時間後、その場所に猛烈な火災旋風が襲った。４万人もの

人々と大きな荷物がひしめいていたところに、炎をともなう非常に大きな竜巻

が四方八方から押し寄せてきたため、人々は逃げるところがなかった。人々と、

火が移って燃え上がる家財道具とがともに、旋風に巻き上げられた。この本所

被服廠跡という場所だけで、東京市全体の死亡者の半数以上となる約３万８千

人が死亡した。この場所に逃げ込んだ約４万人の避難者のほとんどが亡くなっ

てしまったのであった。

⑵　絵葉書にみる「死のポルノグラフィ」

　関東大震災後、東京の被災の状況を写し出した写真絵葉書が大量に販売され

た。その写真には、倒壊したビルや、焼け野原となった街の情景のみならず、

うず高く積まれた遺体の山や、川に浮かぶ大量の遺体を映したものなども含ま

れていた。当時の政府がただちにそうした遺体の写真絵葉書の発売を禁じたた

め、表立っての販売はできなくなった1。しかし、それらの絵葉書は今日でも古

物商等で、多数、それも数百円程度という安価で販売されており、誰でも容易

１　木村松夫ほか編著 １９９0『絵はがきが語る関東大震災』柘植書房
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に入手可能となっていることから、当時かなりの数が流通したとみて間違いな

いだろう。

　このように当時写真絵葉書は、関東大震災という一大事件を伝えるニュース

媒体としての役割をはたした。日本における絵葉書は、明治３0年代中頃（１９00

年代初頭）から流通するようになり、早くも明治３８年（１９0５）に決した日露戦

争の戦勝絵葉書が流行することで、絵葉書の収集ブームが到来したとされる。

柏木博2によれば、当時の日本の絵葉書には主に、美しい女性のブロマイド風

の絵葉書や、風景・名勝の絵や写真の観光絵葉書などもあったが、事件や出来

事を写し出した絵葉書が主流であったという。これについて毛利康秀は、当時

の新聞の印刷技術では鮮明な写真の印刷は難しかったが、絵葉書は上質紙にコ

ロタイプ写真製版での印刷が可能だったため、新聞よりも写真メディアとして

優れていたためだと指摘している3。

　なかでも関東大震災の場合は、大量の遺体を写した写真絵葉書が流通するこ

ととなってしまった。それらはまさに G. ゴーラー（Geoffrey Gorer）のいう「死

２　柏木博 １９８７『肖像のなかの権力─近代日本のグラフィズムを読む』講談社
３　毛利康秀 20１３「絵葉書のメディア論的な予備的分析」『愛国学園大学人間文化研究紀要』１５

図　絵葉書「東京被服廠跡累々タル死体其数実ニ三万」
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のポルノグラフィ」（The Pornography of Death）として消費対象となるとともに、

震災死の悲惨さを人々に決定的に印象づけることとなったと考えられる。

⑶　大量の遺体の処理と震災記念堂の建立

　震災直後、大量の被災者の遺体をどう処理するかが、大きな問題となった。

９月初旬の東京はとても暑く、湿度も高い。特に本所被服廠跡では、約

３万８千の焼死体が山積みになっているなかから、家族や知人の遺体を探すこ

とは非常に難しかった。腐敗が進むなかで、衛生的観点から、顔や名前を識別

する時間的な猶予はなかった。そこでやむなく、身元不明のまま全ての遺体を

火葬せざるをえなかった。

　９月５日から１５日という１0日間をかけ、延べ３,６９５名の作業者がその３万８

千人の遺体を次々と火葬した。その場で簡易的な窯が作られ、ほとんど野焼き

のようなかたちで、全ての遺体が次々と火葬にされた。

　なお東京では、関東大震災の以前からすでに火葬率が７割以上に達しており、

全国的に見ても非常に高かった。これは、東京では墓地用地不足が深刻であり

（詳しくは後述）、墓所が狭くても葬れるという点や、また１８00年代後半のコ

レラ禍以降、衛生的観点からも、火葬が好まれたためであった。したがって、

関東大震災被災者の火葬については、それほど抵抗感は大きくなかったと推測

図　日本および東京府の火葬率の推移（筆者作成）
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される。

　火葬後、全ての遺灰は一旦その場所に、約３メートルの高さの山となって積

まれた。遺灰は数十日の間、そのまま野ざらしとなっていたが、その前で人々

は手を合わせ、卒塔婆や花などを供えた。毎日のように僧侶が読経に訪れ、供

養儀礼が頻繁に行われた。

　この野ざらしの遺灰を遺憾としたある篤志家が７0個もの大甕を寄贈し、遺灰

はそのなかに収納された。四十九日（死後4９日目、日本の仏教で死者の供養を

する日の一つ）には、仏教各宗派が合同で盛大な法要を営むとともに、仮の納

骨堂が開設され、全ての大甕が収められた。

　昭和５年（１９３0）、災害からの復興が進んで、最大の被害発生地であった本

所被服廠跡の一部は公園となった。そしてその公園内に、東京市内で被災した

全ての身元不明者の遺灰（本所被服廠跡での被災者も含む）５万８千名分を納

める納骨堂として「震災記念堂」が完成した。

　建物の外観は仏教寺院に似ている。設計した建築士の伊東忠太によれば、納

骨室のある三重塔（写真左）は中国、インド風の様式を取り入れており、また

上空から見下ろすとキリスト教の十字架を模した形になっていて、内部の壁や

天井にはアラベスク模様を描くなど、多くの宗教的要素を取り入れた折衷的構

図　絵葉書「本所被服廠跡に山と積まれた三萬二千人の遺骨」
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成としたという。ただし、祭壇には位牌に似たプレートも置かれ、やはり仏教

的な雰囲気が漂う。この祭壇の裏側が、納骨室のある大きな三重塔になってい

る。

　なお、この震災記念堂は太平洋戦争後、東京への空襲で亡くなった戦没者の

遺灰も一緒に収められることとなり、名称を「東京都慰霊堂」と改めて現在に

至っている。東京都慰霊堂には震災・戦災合わせて約１６万３千体の遺灰が安置

されている。

⑷　なぜ納骨堂だったのか

　以上のように、関東大震災で罹災した多くの身元不明遺体は、火葬され納骨

堂に収められた。当時、日本では納骨堂はごく少数存在はしていたものの、ま

だまだ決して一般的ではなかった。それではなぜ、関東大震災の身元不明遺体

の遺灰は、地面に直接埋葬されるのではなく、納骨堂という建物の内部に安置

するという選択がされたのだろうか。

　山田慎也によれば、日本でこのように大量死が発生した場合に遺灰を納骨堂

に収容するという事例は、明治３７年（１９04）開戦の日露戦争の主な戦場であっ

た南満州地域において始まったという。戦死者たちは、火葬後個別に葬られる

図　絵葉書「本所被服廠跡震災記念堂側面より見たる全景」
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のではなく、多数名の遺灰を合わせる合葬というかたちがとられた。遺族には

その合葬された遺灰から一つまみをとって故人の遺灰として送還された（もし

くは遺髪の場合もあった）4。

　関東大震災でも同様に、遺族はうず高く積まれた遺灰の山から一つまみを持

ち帰り、故人の依代として供養した。仮納骨堂の建設後も、遺灰の分与を希望

する人が次々訪れ、昭和４年８月末までに総計１万７３８4件の分与が行われたと

いう5。遺灰を地面に埋葬してしまうと、このような分骨ができなくなってしま

うため、建物のなかに収めるという形態が選ばれたのではないかと考えられる。

⑸　小括

　関東大震災という未曽有の災害によって、甚大な被害が生じた。東京市内だ

けでも、約５万８千名が、身元不明の遺体として数えられた。もっとも、家族

や知人などがほとんど亡くなってしまった人も多かったと考えられ、当時の科

学技術ではそうした場合に身元の特定は難しかっただろう。とはいえ、多少時

間があれば身元を特定できた者も多く含まれていただろう。しかしながら、遺

体の状態が急速に悪化してしまうため、それが許されなかったのである。

　火葬された後、遺灰は他の多くの死者たちと一緒にまとめられてしまった。

しかしそれでも遺族たちは、遺灰を一つまみ持ち帰った。その一つまみのなか

にどれくらい愛する故人の遺灰が含まれているかといえば、率直に言って、

たったの一かけらも無いかもしれない（わずかにでも含まれていたとすれば奇

跡的な確率である）。しかし突然の悲劇を目の前に、せめてほんの一かけらで

も故人を身近に感じたい、せめてもの供養を行いたいという希望が、多くの人

にそのような行動をさせたのであろう。

　遺灰を持ち帰りたいという希望者が多かったために納骨堂という形態が取ら

れたことは、注目される。宗教学者の池上良正による議論を援用すれば、日本

４　山田慎也 20１８「納骨堂の成立とその集合的性格」鈴木岩弓・森謙二編『現代日本の葬送
と墓制─イエ亡き時代の死者のゆくえ』吉川弘文館

５　加藤雍太郎ほか 200９『横網町公園─東京都慰霊堂・復興記念館』東京都公園協会
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においては非業の死を遂げたり、この世に恨みや執着を抱えて亡くなったりし

た死者は「浮かばれない死者」として捉えられ、仏教的な儀礼によって「安ら

かな死者」へと転換させようと試みられる6。大震災による死者は、突如、自然

の力に命を奪われてしまった人々である。まして関東大震災の、それも本所被

服廠跡での死者たちは、避難場所で火災という大惨事の犠牲となった。その遺

灰の山が野ざらしとされた。そればかりか、絵葉書という当時の重要なマスメ

ディアによって、山と積まれた大量の遺体や遺灰の写真が流布された。それら

のショッキングなビジュアルをとおして、ますます生者たちは彼らを「浮かば

れない死者」と想像し、その供養を切に願ったのであろう。そこで、一人でも

多くの人がその死者の遺灰をとおして供養したいという願望をかなえるため、

震災の身元不明遺体については、地面に直接埋葬するのではなく、遺骨の出し

入れが容易な納骨堂という形態が選ばれたのである。

３．関東大震災の復興と墓制改革

⑴　近代以前の日本の墓制

　次に、本節では、関東大震災の復興期以降における、日本の葬制・墓制の変

化について述べていきたい。以下の検討によって、関東大震災は、日本の葬制・

墓制の変容の転機となったことが明らかとなるであろう。

　もともと日本の墓は、近代以前（すなわち今から約200～３00年ほど前の江戸

時代・徳川時代まで）は、全国各地で異なる多様な形態をとっていた。一部で

は火葬をしていた地域もあったが、全国的には土葬の方が多く行われていたと

いわれている。なお社会的下層の一般庶民にとっては、依然として、きちんと

した立派な石製の墓を建てることは困難で、風葬のような形で野山や河原に捨

て置かれたり、埋めるだけで墓標も無しとされたりするケースも決して珍しく

はなかった。

　一般庶民の墓の場合、内部の構造は非常にシンプルで、土葬の場合は下の図

６　池上良正 200３『死者の救済史─供養と憑依の宗教学』角川書店
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①の左側のように遺体の上に簡単な石を乗せるのみ、火葬の場合は遺骨の上に

簡単な石を乗せるのみ、というような形であった。一人もしくは夫婦二人で、

遺体や遺骨を土の中に直接埋めて、その上に石を置くというスタイルでお墓が

建てられてきた。

　しかし今現在の一般の日本のお墓といえば、②のような形が主流になってい

る。その特徴は、一つのお墓を家族で使用し、子孫が代々受け継いでいくこと

である。そして、お墓の下の部分には、日本語でカロートと呼ばれる石もしく

はコンクリートでできた四角い小さな空間があって、その中に遺骨を納めるよ

うになっている。このカロートは、土中に埋まっている場合と、土の上に出て

いる場合もある。

　以下では、現在のこの②のような墓のスタイルが、大正１2年（１９2３）の関東

大震災という日本の中でも非常に大きな災害を一つの契機として誕生したこと

を説明したい7。

⑵　震災による墓地の崩壊と東京市内の墓地改革

　先述のように、東京市は関東大震災によってその44％が焼失した。建物のみ

７　より詳しくは、問芝志保 2020『先祖祭祀と墓制の近代─創られた国民的習俗─』春風社
を参照。

①　近代初頭までの主な墓の形
②�　関東大震災以降～現代にか

けて普及した墓の形
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ならず樹木や道路などあらゆるものが火事で焼けたり倒れたりした。そのなか

には墓地も含まれた。以下では、墓地に関する被災状況とその復興について取

り上げる。

　墓地の被害は、とりわけ台東区・江東区・墨田区という東京下町エリアの地

域の寺院墓地の被害が甚大であった。墓石や卒塔婆など、あらゆるものが全て

倒れ、ぐちゃぐちゃになって、その様子は「全滅」と評された。また、地盤沈

下で水浸しともなった。

　震災から３カ月後の１2月、罹災地域全体を対象とし「単なる復旧ではなく、

将来の東京としてこの空前の機会を善用して、理想的に改造する」8ための土地

区画整理事業の実施が決定された。その事業のなかで、この崩壊してしまった

墓地の再建が課題となった。

　東京市はもともと震災の以前から、人口集中によって墓地用地が全く足りな

くなっており、墓地不足は非常に深刻な問題となっていた。東京市のなかには、

約１0カ所程度の広大な公営霊園と、約９00～１000カ所の寺院墓地があったが、

すでにほとんど満杯となっていて、新しい墓を設けることが困難になっていた。

８　井下清 １９７１「大正大震火災を回顧して」『井下清著作集 都市と緑』東京都公園協会、６５１頁。

図　「大震火災罹災墓地」（井上安元１９４１『墓地経営』古今書院　所収）
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人口とともに増え続ける死者のために、それらの墓地を際限なく広げてしまえ

ば、都市の発展が阻害されてしまう。そのため、既存の墓地を整理するか、郊

外に移転することが画策されていたが、その事業は遅々として進んでいなかっ

た。そのなかで、折しも震災が起こったということになる。

⑶　東京市における墓地改革

　震災後、当初、行政側は東京市内の寺院墓地は全て撤去し、住宅地へと転換

することを決定した。行政は寺院に、墓地を東京市郊外へ移転するか、もしく

は墓地を廃止して納骨堂へ転換するかの二択を迫った。対象となった墓の総数

は実に９万７９00基に及んだ。

　それに対して寺院側は、仏教寺院や墓地は市民教化という重大な使命を有し

ているため、郊外に移転することは人々にとって問題が多い、欧米先進諸国の

大都市でも市街地に墓地があり市民教化の機関となっているなどと主張した。

　大多数の寺院は墓地の移転要請に応じなかったため、行政がとりあえずその

問題をペンディングして都市区画整理事業を進めようとした。すると今度は、

東京の住民らがその区画整理案に猛反発した。住民たちも区画整理に応じ、引

越しに応じたり、もともとの所有土地の面積を縮小させられているのに、寺院

だけが免除されるのは不公平だとして、住民運動が展開されたのである 。住

民側と寺院側はどちらも譲らず、市職員はその調整に大変苦心したという。

　こうした対立を受け、東京市は、墓地の郊外移転でも納骨堂化でもない第三

の選択肢として、墓地の面積を大幅に縮小することを可能にする「特設墓地」

（当初は「特殊納骨設備」）と呼ばれる形態の墓地を考え出した。この特設墓

地とは、簡単に言えば墓地と納骨堂の中間的な形態で、「無蓋納骨堂」、「青空

納骨堂」とも表現された。墓地全体の地面を土ではなくてコンクリートで全面

的に舗装し、その上に墓石を建築する。遺骨は地面に埋葬するのではなく、各

墓石の下部に作られたコンクリート状の小さな箱（「カロート」と呼ばれる）

のなかに、骨壺ごと収めるようにする。一家族につき一つ、そのお墓を作り、「○

○家の墓」として子孫が代々それを継いでいくようにする、という形態である。
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　このように特設墓地で、骨壺ごと墓に収めるよう定められた理由もまた、墓

地不足に起因していた。当時の東京では、墓を継ぐ子孫が絶えたり、行方不明

になってしまったりして、管理されず放置され朽ち果てた墓が多く存在するこ

とも問題となっていた。そうした墓の始末や、あるいは転居等により墓石や遺

骨を別の場所に移さなければならないときに、骨壺ごと移動ができることは大

きなメリットとなった。

　この様式はドイツ・ハンブルクのオールスドルフ墓地の火葬墓地からアイデ

アを得たと伝わっている。関東大震災以前から、日本の公園技術者らは欧米の

墓地を視察に訪れていた。イギリス、フランス、ドイツ、オーストリア、アメ

リカ、その他各国の墓地を視察した結果、ドイツの公園墓地をモデルにした霊

園を作ろうと計画を進めていたところに、関東大震災が起こった。ドイツの墓

地は、緑が豊かな公園のようであり、その中で墓が整然と並んでいるというか

たちで、当時の日本の為政者たちはそうしたあり方が日本にもふさわしいと考

えたのである。

　こうして、震災前の東京市にあった９万７,９00基の墓は、特設墓地という形

図「特殊納骨設備計画参考図」（井上安元１９４１『墓地経営』古今書院　所収）
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態に改革された。

　さらに、墓地不足のもう一つの解決策として、東京の郊外にも新しく墓地が

開発されることとなった。昭和１0年（１９３５）、東京東部に郊外型の霊園が建設

された際には、同時に墓地に関する法改正が行われた。基礎工事をしっかりし

なければならないこと、あまりにも背の高い墓石を作ってはならないことが定

められ、地震で墓が倒壊することによる危害というリスクの低減が図られた。

　以上のように、本節冒頭で示した②のような形態の墓は、この関東大震災か

らの復興期に、東京市において、近代都市の墓地問題を解決する、省スペース

で改葬が容易な、頑丈な墓として発明されたものなのである。この形態の導入

によって、東京が長年抱えていた墓地不足や墓地の未整備、祀り手がいなくな

り朽ちた墓の増加という課題が、大震災復興というタイミングで一気に解決さ

れた形となった。

⑷　新しい墓制の全国的な普及

　以上のように東京では関東大震災からの復興をきっかけとして、墓地の改革

が行われた。時代が下り、第二次世界大戦の終戦後の復興期に、この東京の新

しいスタイルである特設墓地がモデルとなって、全国の墓地改革が行われた。

特設墓地という墓制は、非常に合理的なスタイルとして、為政者から推奨され

たためである。

　さらに日本の高度成長期からバブル経済期（１９６0～８0年代）には、人口や世

帯数が増加したことに伴って墓の需要が急増し、不動産会社や鉄道会社などの

デベロッパーが全国各地に巨大な霊園を次々と開発した。その際にも、東京の

特設墓地のあり方が模倣され、全国に普及した。

　奇妙なことに、現在、多くの日本人はこのような形の墓を「伝統的」なもの

と感じている。しかし実は、それほど古い歴史を持つものではなく、まだ生ま

れてから１00年も経っていないのである。しかも東京という大都市で、都市の

墓地問題を解決する合理的な墓制として生まれたものであることも、すっかり

忘れられている。
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４．おわりに

　以上のように本稿では、関東大震災という大災害で、遺体をめぐる遺物に関

して生じた２つの変容のプロセスを概観してきた。関東大震災はあまりにも多

くのものを破壊してしまった一方で、むしろその強大な力は、遺体・遺灰・墓

をめぐっては新しいものを生み出した。夥しい量の遺灰を適切に葬るため、そ

してその霊を遺族や市民が適切に弔うために、新しい建物が求められたこと、

また街中の一般の墓地についても、がれきを撤去した後、それまでとは異なる

形態の墓地が生み出され、やがてその形態が新しい日本の伝統となったことを、

私たちは確認してきた。

　震災という突発的な事態が生み出した大量の遺体や、街の破壊への対処方法

は、限られた時間と資源のもとでは、当時としては可能な範囲でのベターな選

択だったのかもしれない。しかしそれを後世から見たときに、当時のあらゆる

状況をふまえたうえで、その対処方法やそれがもたらしたものを反省的に検討

することは、今後も残念ながら災害と無縁になることはないだろう我々にとっ

て、大いに意義深いものとなるはずである。歴史に学び、検証することは、現

在・未来の問題解決につながるだろう。
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